



















酸化ジルコニウムを使用したオールセラミックシステムcercon⑧ smart ceramics (以下Cercon system)が
開発された｡酸化ジルコニウムは高強度,高靭性であるため,歯科領域で応用するには半焼結状態のブロック
をCAM法またはCAD/CAM法を用いて加工する｡本研究はCercon systemのCAM法とCAD/CAM法に
より製作守れたジルコニアフレームのクラウンおよびブリッジの適合精度を確認すること目的とした.まず
Cercon systemのCAM法によるシリンダー型クラウンの適合精度と,臨床形態クラウンにおける辺縁琴曲の
違いによる適合精度への影響に焦点をあて検討を行った｡次に, CAM法によるジルコニアフレームのブリッ
ジにおける適合精度について,ジルコニアフレーム内面と支台閣の接触部位の傾向から焼結収縮によるブリッ
ジ適合への影響に焦点をあて検討を行った｡また, CAD/CAM法の計測段階における,計測用石膏模型の色
調によるジルコニアフレームの適合精度に及ぼす影響に焦点をあて検討を行った｡さらに, CAD/CAM法に
よるジルコニアフレームのブリッジにおける適合精度の検討を行った｡その結果, Cercon systemのCAM法
により製作されたジルコニアフレームはクラウン,ブリッジ共に適合精度に改善が必要であることがわかった｡
また, CAD/CAM法により製作されたジルコニアフレームはクラウン,ブリッジ共に良好な適合精度を示す
ことがわかった｡
-29-
審　査　結　果　要　旨
近年,歯冠補綴治療において審美性を有しつつ高強度な材料が求められてきている｡本研究で使用された酸
化ジルコニウムは高強度,高靭性を有するセラミック材料であり,審美的歯冠補綴治療において期待されてい
る材料の1つである｡歯科領域で酸化ジルコニウムを使用したオールセラミックシステムcercon⑧ smart cer-
amics (以下Cercon system)を応用するには,半焼結状態のブロックをCAM法またはCAD/CAM法を用
いて加工する必要がある.歯冠補綴治療の長期的成功には修復物の適合性も重要であるといわれておりCer-
con systemのCAM法とCAD/CAM一法により製作されたジルコニアフレームのクラウンおよびブリッジ
の適合精度を確認する必要がある｡
本研究ではCercon systemのCAM法によるシリンダー型クラウンの適合精度と,臨床形態クラウンにお
ける辺縁撃曲の違いによる適合精度への影響に焦点をあて検討を行っている.次にCAM法によるジルコニア
フレームのブリッジにおける適合精度につい七ジルコニアフレーム内面と支台閣の接触部位の傾向から焼結収
縮によるブリッジ適合への影響に焦点をあて検討を行っている｡また, CAD/CAM法の計測段階における,
計測用石膏模型の色調によるジルコニアフレームの適合精度に及ぼす影響について検討を行い,さらに,
CAD/CAM法によるジルコニアフレームのブリッジにおける適合精度についての検討を行っている｡
その結果, Cercon systemのCAM法により製作されたジルコニアフレームはクラウン,ブリッジ共に適合
精度に改善が必要であることを明らかにしている｡また, CAD/CAM法における模型の計測には石膏色の影
響がないことを明らかにしている｡さらに, CAD/CAM法により製作されたジルコニアフレームはクラウン,
ブリッジ共に良好な適合精度を示し,歯冠補綴治療における臨床応用への有効性を明らかにしている｡
以上,本研究による成果は歯科臨床における酸化ジルコニウムを使用したオールセラミックシステムの有効
性を明らかにしており,歯科補綴臨床への貢献度が大きいものとして高く評価できる｡よって,博士(歯学)
の学位授与に値すると判定する｡
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